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バリアフリー支援室

東京大学バリアフリーモニター会議開催さ
れる

５月14日（土）、本郷地区の医学部中央館３階会議室
で、平成17年度東京大学バリアフリーモニター会議が開
催された。この会議は、バリアフリー支援室が主催する
もので、本学に在籍する障害をもった学生・教職員が、
バリアフリー支援室員に直接、意見を述べるものである。
支援室員は教職員で構成され、全部で17名であり、室長
は濱田純一理事・副学長である。
本年度は二部構成とし、障害をもった学生を対象とす

る第１部を13時から、障害をもった教職員を対象とする
第２部を15時からそれぞれ開催した。聴覚障害の学生に
は、パソコンを使った要約筆記、弱視の学生には拡大文
字の資料、全盲の学生・教職員には点字の資料が提供さ
れた。
第１部、第２部共に、はじめに濱田純一室長より開催

の挨拶があり、続いて、伊藤聡知特任専門職員より障害
のある学生・教職員それぞれの支援の実績と現状の報告
が行なわれた。
その後、本学の支援体制、大学全体のバリアフリー化

に対する意見交換が行なわれた。バリアフリー支援室で
は、障害のある学生・教職員の状況を把握し、要望を集
約し、必要性の高いものから教育・研究への支援、情報
保障、施設・設備の整備などを着実に進める必要がある。
障害のある学生・教職員から出された意見は、支援室が
迅速に対応しなければならない問題や新たな課題を明ら
かにした。具体的には、①現在、駒場Ⅱキャンパスにあ
る支援室の本郷キャンパス等への展開、②支援の専門性
の確保、③全学的組織としての支援室と各部局の協力・
連携、④全学的なバリアフリーに関する意識向上の必要
性（点字ブロック上への駐輪等の問題）、⑤障害のある
教職員への支援項目の明確化、等である。
会議では活発な発言が交わされ、非常に有意義なもの

であった。終了後は、懇親会を開催し、参加者は親睦を
深めた。

学生部

｢東京大学外国人留学生特別奨学制度（東
京大学フェローシップ）平成17年度研究
奨励費受給者証書授与式｣を開催

「東京大学外国人留学生特別奨学制度平成17年度研究
奨励費受給者証書授与式」が、５月19日（木）13時から、
関係役員等の臨席の下に本部棟大会議室で開催された。
東京大学外国人留学生特別奨学制度は、｢大学院にお

ける特に優秀な私費外国人留学生に対し研究奨励費を支
給することにより、本学での学術研究への取組を支援す
るとともに、諸外国からの優秀な留学生の受入促進に資
すること｣を目的として、平成16年度から設立されたも
のである。
本年度は、修士課程大学院学生９名、博士課程大学院

学生18名、大学院外国人研究生１名の合計28名（月額15

万円、大学院学生の支給予定期間：平成17年４月から東
京大学大学院学則第２条に定める標準修業年限の最終月
まで、大学院外国人研究生の支給予定期間：平成17年４
月から東京大学大学院外国人研究生に関する規程第８条
に定める在学期間の最終月まで）が受給者として決定さ
れ、当日は小宮山総長から受給者一人一人に受給者証書
が手渡された。
次いで、小宮山総長からパワーポイントを使って日本

についての説明があり、「日本はエネルギー効率が高く、
環境に大変気を使っている世界経済第２位の国なので、
日本という国を好きになっていただきたい。また、勉強
の方法については、知識の洪水に流されず、自分の決め
た分野を徹底的に深く学び、「本質を捉える知」、独善に
陥らない「他者を感じる力」、そして「先頭に立つ勇気」
を本学で身につけて帰っていただきたい」旨の挨拶があ
り、その後、受給者を代表して大学院人文社会系研究科
の陳永福さんから感謝のスピーチがあった。

＜問い合わせ先＞
学生部生活支援課奨学チーム（奨学金担当）内線22543

東京大学外国人留学生特別奨学制度平成17年度研究
奨励費受給者と関係者

バリアフリーモニター会議の様子



研究科名 応募者数 採用者数 主な渡航先

人文社会系研究科 17 ４ ハンガリー、フランス、中国、フィリピン

教育学研究科 ３ ２ 中国

法学政治学研究科 １ １ イタリア

経済学研究科 ２ ２ ベトナム、アメリカ

総合文化研究科 28 ６ メキシコ、台湾、シンガポール、オーストリア、韓国、オーストラリア

理学系研究科 20 ５ フランス、トルコ、スウェーデン、インドネシア、オーストラリア

工学系研究科 33 ８ アメリカ、マレーシア、ドイツ、イタリア、カナダ、韓国

農学生命科学研究科 23 ５ ベトナム、タイ、インドネシア、スペイン、アメリカ

医学系研究科 ８ ４ アメリカ、フランス、アイルランド、カナダ

薬学系研究科 13 ３ アメリカ、ドイツ

数理科学研究科 ３ ２ ポーランド

新領域創成科学研究科 22 ４ カナダ、ベトナム、ミャンマー、オーストラリア、ポルトガル

情報理工学系研究科 14 ３ アメリカ、アイルランド

学際情報学府 ２ ２ アメリカ、ドイツ

公共政策学教育部 ０ ０

合　　計 189 51
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研究協力部

平成17年度（前期）東京大学学術研究活動等奨励事業（国外）の採択決まる

本学大学院学生の国外における研究活動の活性化を図るため、平成16年度後期より実施された「東京大学学術研究活
動等奨励事業（国外）」に関して、このほど東京大学学術研究奨励資金実施委員会において、平成17年度前期（平成17

年６月～11月出発）応募者の審査が行われ、51件の実施計画が採択された。応募者は189名であった。なお、研究科別
の応募及び採択状況は以下のとおりである。

受給者証書授与
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学生部

五月祭開催される

第78回五月祭は、５月27日（金）午後の学内公開に始
まり28日（土）、29日（日）の一般公開と３日間にわた
り本郷キャンパスで開催され、講演会、研究発表の展示、
音楽演奏、趣向を凝らした各種パフォーマンスの披露や
模擬店等347件の企画で賑わった。
一般公開日の28日（土）、29日（日）とも五月晴れの

さわやかな晴天に恵まれ、来場者は両日合わせて昨年を
上回る約65,000人（昨年約59,000人）となった。
本年より特設ステージにてオープニングセレモニーを

行い、主だった企画の紹介後、応援部によるエールと
「ただひとつ」の高らかな歌声で五月祭は始まった。キ
ャンパスはクレープやたこ焼き等の模擬店の呼び声と、
バンドの演奏に包まれ、大講堂には美しい歌声と重厚な
演奏が広がった。

29日（日）には小宮山宏総長による特別講演が催され、
高校生からお年寄りまでの幅広い来場者450人程が講演

に熱心に耳を傾けた。また、本学教授の連携による公開
講座、東大ガイダンス、谷垣禎一財務大臣の講演会等は
いずれも盛況となった。三四郎池のほとりでは静寂と涼
を求める来場者が野点を楽しみ、御殿下グラウンド付近
の木陰にはラクロスやサッカーの交流試合に声援を送る
姿も見られた。ちなみにメイフェスティバルアワード
2005には２本のロープを操る縄跳びのパフォーマンスグ
ループ「ダブルタッチＤ-ack」が選ばれた。

五月祭の実施にあたっては五月祭常任委員会が中心と
なり企画団体のとりまとめを行った。例年のゴミの分別
による環境対策に加え、本年からは夜間の居残りを認め
ないことにより、飲酒などによるトラブル等を防ぐ努力
を行った。最終日、静けさを取り戻した夜のキャンパス
で委員会の学生が丹念にゴミを拾い、今年の五月祭は幕
を閉じた。

大講堂へ続く銀杏並木の様子

大講堂前でのバンド演奏

総長特別講演会場風景
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海洋研究所

海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センター
にて海洋環境臨海実習が行われる

５月９日（月）から13日（金）にかけて、今回で４回
目となる新領域創成科学研究科の新入大学院生の中から
10名を対象とした海洋環境臨海実習が、国際沿岸海洋研
究センター（岩手県上閉伊郡大槌町）にて行われた。
今回は、海洋観測の基本手法、海水の化学分析実習、

海棲哺乳動物解剖実習、プランクトン実習、データロガ
ーの講義等が行われた。
参加した大学院生達は、本センター共同利用研究員宿

泊所に宿泊しながら、海洋調査船弥生への乗船による海
水・プランクトンの採取や学術的な海棲哺乳動物の解剖
等、フィールドワークを中心とした本センターの特色を
活用した実習の中で、東京の研究室では得られない貴重
な経験に、大いに満足した様子であった。
また、この実習は来年度も行われる予定である。
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実習参加院生・担当教員と解剖前の海棲哺乳動物

研究船チャレンジャーに乗船する実習参加院生

大学院経済学研究科・経済学部

林文夫教授がアメリカ芸術科学アカデミー
外国人名誉会員に選出

４月22日（金）、アメリカ芸
術科学アカデミーは、194名の
フェローと17名の外国人名誉
会員を発表し、大学院経済学
研究科の林文夫教授が外国人
名誉会員に選出された。林教
授の主たる研究分野は、マク
ロ経済学および計量経済学で
あり、幅広い分野で数多くの
研究業績が残されている。な
かでも、消費と貯蓄および投
資関数に関する理論的・実証的分析は、今日でも内外の
専門誌で頻繁に引用される業績が多く、マクロ経済学の
分野で新しい研究領域を開拓した研究である。また、最
近では、ノーベル経済学賞受賞したEdward Prescott氏
と日本の全要素生産性に関する共同研究を行い、1990年
代の日本経済の低迷に関する従来の研究結果に一石を投
じた。
今回、学術及び芸術分野、官民の各機関で活躍する

211名が会員として選出された。その中には、ノーベル
賞物理学者 Eric Cornell氏、最高裁判所長官 William

Rehnquist氏、火星探査機ローバー計画のリーダー
Steven Squyres 氏、ワシントンポスト社ＣＥＯ Donald
Graham 氏、タイム社ＣＥＯ Ann Moore 氏なども名を
連ねた。
アメリカ芸術科学アカデミー会員となることは、その

時代の最高の精神と影響力の象徴としてアメリカでは最
高の栄誉とも言われている。 1 8世紀にはGeo r g e
Washington、 Ben Franklin、19世紀には Daniel

Webster、 Ralph Waldo Emerson、 20世紀には Albert
Einstein、 Winston Churchill などが会員に選出された。
また外国人名誉会員には、Niels Bohr、 Jawaharlal

Nehru、 Albert Camusなどが過去に選出されており、
日本人では、有馬朗人氏（元東京大学総長）、野依良治
氏（理化学研究所理事長）が外国人名誉会員である。

林文夫教授
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大学院理学系研究科・理学部

植物園で学生・教職員の交歓会が開かれる

大学院理学系研究科・理学部の定例行事となっている
学生と教職員の交歓会（第41回）が５月23日（月）15時
から理学系研究科附属小石川植物園において開催され
た。
当日はうす曇にもかかわらず、学生と職員との共同作

業による準備のもと、新緑の園内にはおよそ650名を超
えた学生・教職員が集まった。
会は岩澤研究科長、長田植物園長、小柴特別栄誉教授

の挨拶に始まり、酒井副研究科長の発声で交歓会が開始
された。
学生・教職員はもとより小柴先生をはじめ名誉教授の

方々にも多数参加いただき、芝生には飲み物などを手に
学科・専攻を超えて語り合う懇親の輪が幾重にも広がり
新緑を満喫しながら、和気藹々とした楽しい交歓のひと
時を過ごした。

小柴特別栄誉教授と学生

人事異動（教員）

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

17.5.31 張　紹良 辞　職（名古屋大学大学院工学研究 大学院工学系研究科助教授

科教授）

17.6.1 BROWN NATHANIAL 平成17年5月31日限り任期満了退職 大学院数理科学研究科助教授

PATRICK

（採　　用）

17.6.1 森田　剛 大学院新領域創成科学研究科助教授 東北大学電気通信研究所助手

〃 川幡穂高 海洋研究所教授 独立行政法人産業技術総合研究所主任研究員

（昇　　任）

17.5.16 上島　励 大学院理学系研究科助教授 大学院理学系研究科講師

17.6.1 光田好孝 生産技術研究所教授 生産技術研究所助教授

（配 置 換）

17.6.1 大島義人 大学院新領域創成科学研究科教授 環境安全研究センター教授

〃 高宮　真 大規模集積システム設計教育研究セ 生産技術研究所助教授

ンター助教授

事 務 連 絡
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学生部

保健体育寮（スポーティア）の利用案内

本学の保健体育寮（愛称スポーティア）は、学生、教
職員、卒業生及びその同伴者又は家族が一泊1,500円か
らという格安の料金で利用できる宿泊施設です。
寮の裏手が海水浴場になっているスポーティア戸田、

山中湖畔でスポーツが満喫できるスポーティア山中、南
伊豆の楽園・スポーティア下賀茂、乗鞍岳中腹にあり白
樺に囲まれたスポーティア乗鞍及び谷川岳を望み温泉も
あるスポーティア谷川、とバリエーションも豊かで、特
に乗鞍山麓の秘境・スポーティア乗鞍は夏だけしか利用
できませんので、この機会に利用してみてはいかがでし
ょう。
夏の旅行に、また研究室やサークルの合宿に、是非と

もご利用ください。
なお、1,500円は学部生及び附属中等教育学校生徒の

場合であり、食費等は別途必要です。

１．夏期特別開寮期間及び受付開始日
（1）夏期特別開寮期間
・スポーティア戸田 ７月25日（月）～８月26日（金）
・　 〃 山中 ７月24日（日）～８月22日（月）
・　 〃 下賀茂 ７月27日（水）～８月20日（土）
・　 〃 乗鞍 ７月23日（土）～８月22日（月）

※最終日は入寮できません。なお、スポーティア谷川
は通常どおり開寮しています。

（2）受付開始日
・学生、教職員のみの利用
６月13日（月）～

・学生、教職員とその家族・同伴者の利用
６月20日（月）～

・卒業生等とその家族・同伴者の利用
７月１日（金）～

２．運営費、食費及び大学施設使用料等
（1）運営費（宿泊費、１泊）
・学生・院生　　1,500円
・教　職　員　　1,800円
・卒　業　生　　1,900円
・家族・同伴者（４歳以上）2,000円

※宿泊者の最低１名が「運動会員」又は「運動会員の

家族」である必要があり、上記に当てはまらない院
生・教職員は同伴者の料金となります。
なお、学部生及び附属中等教育学校生徒は除きます。

※卒業生及び家族・同伴者には、大学施設使用料（100

円）が含まれます。

（2）食費
・朝　食　　350円
・昼　食　　400円
・夕　食　　650円

３．申込場所・時間
本郷：御殿下記念館モール階　運動会受付窓口

月曜日～金曜日　9:30～17:00

（但し、現金取扱いについては16:00まで）
駒場：教養学部等学生課課外活動係（４番窓口）

月曜日～金曜日　9:00～16:30

４．問い合わせ先
学生部学生課体育チーム（内線：22509～22511）

大学院経済学研究科・経済学部

大学院経済学研究科修士課程の学生募集につ
いて

平成18（2006）年度大学院経済学研究科修士課程の入
学試験は、次のとおり実施される。

１．受入予定人員　　81名

２．出願期間 ８月15日（月）～８月19日（金）
（郵送の場合、８月18日（木）の消印まで有効）

３．試験期日 （1）筆記試験　　９月８日（木）
（2）口述試験　　９月22日（木）

※募集要項は、経済学研究科等大学院係で配付中である。

掲 示 板

お知らせ

募集
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大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第484(６月１日)号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

「教養学部報」は、年間９回発行です。教養学部の正
門傍、掲示板前、学際交流棟ロビー、生協書籍部、保健
センター駒場支所で無料配布しています。バックナンバ
ーもあります。

久我隆弘：気体原子の不思議な凝縮現象
―ボース・アインシュタイン凝縮

伊藤亞人：北朝鮮問題を考えよう
谷垣真理子：中国語いろいろ
繁桝算男・丹野義彦・平石界：

学生相談所が今年もパワーアップしました
鳥居寛之・山崎泰規：
たくさんの反陽子をよたよたにして捕まえた話
―反物質科学への新たな一歩

長谷川寿一：錯覚展―心の働きにせまる不思議な世界
事務部：教養学部　教員組織・事務部等
教養学部教員紹介<３>：数学 ほか

＜本郷各学部案内＞
五十嵐武士：法学部・法学部で何を学びたいのか
廣川信隆：医学部・医学部に進学するみなさんへ
松本洋一郎：工学部・工学知の構造化をめざして
中地義和：文学部・知性の基礎体力を養おう
馬場哲：経済学部・「二つの文化」の総合をめざす学部？

―経済学部の現在

＜時に沿って＞
桜井隆史：学生・院生・教員

地震研究所

地震研究所公開講義・一般公開のお知らせ

地震研究所では、８月４日（木）に「見つめよう　震
える地球の姿」というテーマの下、公開講義・一般公開
（実験講義・研究紹介展示）を以下のとおり開催します。

Ａ：研究紹介展示（一般･高校生向け・事前申込不要）

日時：８月４日（木）10:00～17:00

場所：地震研究所内

Ｂ：実験講義（高校生など向け・事前申込制：希望者多
数の場合は抽選）
題目：「実験で再現する火砕流発生の謎」

小屋口　剛博　教授
日時：８月４日（木）

①11:00～12:00（100名事前申込制）
②15:00～16:00（100名事前申込制）
①②とも同じ内容です。

場所：地震研究所５階第一会議室

Ｃ：公開講義（一般向け・事前申込制）
題目：「2004年インドネシア・スマトラ島西方沖地

震津波の教訓」
都司　嘉宣　助教授
「関東を襲う大地震と強震動―地震観測と地
球シミュレーターで見る関東平野の大揺れ
―」古村　孝志　助教授

日時：８月４日（木）
18:00～20:00（800名・事前申込制：先着順）

場所：安田講堂
※Ａの見学、Ｂ・Ｃの受講はいずれも無料です。

公開講義・実験講義の聴講は申込み制です。7月27日
（水）必着で、電子メール（件名に「申込み」とご記入
下さい）、往復はがき（返信面に返送先を必ずご記入下
さい）、地震研究所ＨＰ（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/
index-j.html）のいずれかによりお申込み下さい。その
際、住所・氏名・年齢・（よろしければ会社・学校
名）・電話番号・メールアドレス・希望講義（Ｂまたは
Ｃ、両方も可。Ｂを希望される方は①か②の時間帯を選
んでください。）を明記して下さい。Ａは事前申し込み
不要です。

（問い合わせ先）
東京大学地震研究所　アウトリーチ推進室
住所：〒113-0032 東京都文京区弥生1-1-1

TEL：03-5841-5643

MAIL：openlec@eri.u-tokyo.ac.jp

お知らせ

お知らせ
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掲 示 板

総合研究博物館

国際協働プロジェクト「グローバル・スーク」
展展示のお知らせと内覧会・レセプション開
催の報告

総合研究博物館小石川分館では、５月27日（金）から
７月31日（日）まで、国際協働プロジェクト「グローバ
ル・スーク」展を開催します。
この展示では、世界20ヶ国、200人を超える人々から

寄せられた各種の人工物を陳列します。人間の有する造
形感覚、表現手法、価値体系がいかに変化に富み、その
多様性を相互に認め合い、結び合う寛容さこそが、現代
社会に分断をもたらしている言語、宗教、文化、人種の
隔てを克服する上で大切であるということを視覚的に理
解させる展示の試みです。
オープニング初日の５月27日（金）に当館で内覧会・

レセプションが開催され、吉川弘之元総長をはじめ学内
外から多数の出席者があり、盛況のうちに終了しまし
た。

国際協働プロジェクト「グローバル・スーク」展

会　　期：５月27日（金）～７月31日（日）
休 館 日：月曜日、火曜日
開館時間：10:00～16:30（入館は16:00まで）
会　　場：総合研究博物館小石川分館
入 場 料：無料
Ｈ　　Ｐ：http://www.um.u-tokyo.ac.jp
問い合わせ：
ハローダイヤル　03-5777-8600

お知らせ

展示を担当した西野教授（左）とイタリア人建築家セルジオ・カラトロ
ーニ氏（右）

原 稿 募 集

｢学内広報｣に学内の情報をお寄せください。
・文字数800字以内（写真がある場合は文字数を控え
めにしてください。）
・写真には、キャプション（説明文）を添えてくださ
るようお願いします。
・原稿は電子データで下記まで、メールまたは学内便
でお送りください。

送付先　東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393 内線：22031、82032

FAX：03-3816-3913
E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

原稿の締切は各月第１・３水曜日、配付は翌々週の
火曜日です。ただし、該当日が祝日の場合を除きま
す。

平成17年度の学内広報の発行スケジュール
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou_j.html

「噴水」「窓」のコーナーにご意見を

「学内広報」には、みなさんから投書を寄せていた
だく欄として「噴水」、東京大学と社会との連携・協
力情報を紹介するための欄として「窓」が設けられて
います。これらの欄への投書要領は次のとおりです。

「噴水」
１　本学における教育・研究活動等に関する意見を
述べたものであること。

２　個人の投稿で所属・氏名を明記したものである
こと。

３　他者への非難・攻撃を含まないものであるこ
と。

「窓」
「東京大学とその周辺地域の歴史」、「学外機関よ

り本学構成員への表彰」、「学外の方からの東京大学
に関する意見」など、東京大学と社会との関係に関
する情報であること。

以上の要件をそなえるものの中から、広報委員会が
適当とするものを、適宜、掲載します。
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

東洋文化研究所　平成17年度第１回定例研究会
日本における不平等論：ケイパビリティからの再検討

6月16日（木）
14:00～ 東洋文化研究所大会議室 東洋文化研究所

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

教養学部学生相談所
03-5454-6186

医学系研究科免疫学講座
03-5841-3373

脳神経医学専攻神経内科 COE Officene
urocoe-office@umin.ac.jp

ビジネスローセンター
http://human-security.c.u-tokyo.ac.jp/seminars/HSP-
seminars.htm

農学系事務部総務課広報情報処理係
03-5841-5484,8179
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/seminar/seminar28.html

大学院医学系研究科免疫学講座
03-5841-3373
http://www.immunol.m.u-tokyo.ac.jp/seminar

東洋文化研究所　加納啓良
03-5841-5863
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

大学院医学系研究科免疫学講座
03-5841-3373
http://www.immunol.m.u-tokyo.ac.jp/seminar

東京大学ビジネスローセンター（BLC）
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/̃blc/openseminar.html

東洋文化研究所
森本一夫
morikazu@ioc.u-tokyo.ac.jp

宇宙線研究所
04-7136-5141,5119
http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

ワークショップ準備委員会
http://ecs.c.u-tokyo.ac.jp/activity/activity.html

医薬品評価科学推進事業室（担当:獅山喜美子）
03-5800-6988
http://www.f.u-tokyo.ac.jp/̃regsci/ic.htm

分子細胞生物学研究所
http://www.iam.u-tokyo.ac.jp/chem/seminar.html

医科学研究所学術連携推進室
http://www.ims.u-
tokyo.ac.jp/imswww/Event/symposium050722-j.htm
LOCUS@ims.u-tokyo.ac.jp

東京大学文学部美術史学研究室
03-5841-3800
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/report.cgi?mode=2&id=3

創薬ビジョンシンポジウム事務局
03-5800-8717
http://bukai.pharm.or.jp/bukai_vision/sympo/6th/index.html

駒場1号館（時計台）3階

鉄門記念講堂

山上会館201、202号室

駒場キャンパス10号館3階会議
室

農学部弥生講堂一条ホール

医学部鉄門記念講堂

東洋文化研究所3階第2会議室

医学系研究科教育研究棟（新棟）
13階 第4セミナー室

法文1号館21番教室

東洋文化研究所3階第一会議室

1日：理学部4号館
2日：宇宙線研究所大セミナー
教室

駒場キャンパス学際交流ホール

薬学系研究科総合研究棟2F講堂

分子細胞生物学研究所総合研究
棟2階会議室

医科学研究所講堂及び医科研病
院8階会議室

法文2号館1大教室

医学部鉄門記念講堂

6月16日（木）
12:00～

6月16日（木）
16:00～

6月17日（金）
17:30～

6月17日（金）
13:00～

6月18日（土）
13:30～

6月20日（月）
16:30～

6月23日（木）
14:00～

6月24日（金）
16:30～

6月30日（木）
13:30～

6月30日（木）
16:00～

7月1日（金）、
2日（土）

7月2日（土）、
3日（日）

7月8日（金）、
9日（土）

7月12日（火）
14:30～

7月22日（金）
～24日（日）

7月23日（土）
13:00～

7月21日（木）、
22日（金）

駒場時計台の一日限定公開

免疫学教室セミナー
AIRE Gene Control on Immunological Tolerance

Peter St.George-Hyslop博士セミナー

第11回HSPセミナー「平和構築における法の支配の確
立とエンパワーメントの問題」

第28回農学部公開セミナー「アグリバイオインフォマ
ティクス ―農学の新たな展開―」
※学内広報1314号掲載

免疫学教室セミナー
Control of B cell differentiation by innate and adaptive
immunerecognition

第103回（平成17年度第6回）東文研セミナー
世界農産物貿易と途上国経済に関する世銀報告書の検
討

免疫学教室セミナー
Antibodies and their receptors:coupling innate and
adaptive immunity

第24回ビジネスローセンター公開講座
「「労働契約法」制定の課題－厚労省研究会の問題提起」

第104回（平成17年度第7回）東文研セミナー
Morocco and the Sublime Porte in XVIII Century: Inter-
Islam Connections

宇宙線研究所大学院進学ガイダンス

21世紀COEプログラム（心とことば－進化認知科学的
展開）第2回国際ワークショップ「言語脳の探求」

医薬品評価科学Intensive Course

分子細胞生物学研究所セミナー

第1回研究所ネットワーク国際シンポジウム「ゲノム
システム医科学－Bench to Bedsides－」

平成18年度美術史学研究室大学院・学士入試説明会

第６回創薬ビジョンシンポジウム「薬効・副作用発現
およびそれらの個人差の解析・予測法」

高校生のための金曜特別講座（夏学期） 4月15日（金）
～7月8日（金） 教養学部11号館2階1106教室

教養学部教養教育開発機構寄附部門　松田良一
03-5454-6637
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/koukai2005summer.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

総合研究博物館小石川分館

総合研究博物館旧館展示ホール

総合研究博物館１階
新館展示ホール

総合研究博物館

駒場リサーチキャンパス総合研
究実験棟3階大会議室

5月27日（金）
～7月31日（日）

6月4日（土）
～9月4日（日）

6月4日（土）
～9月4日（日）

6月4日（土）
～9月4日（日）

6月10日（金）
～7月29日（金）

国際協働プロジェクト「グローバル・スーク」展

特別展示「『Systema naturae』～標本は語る～」展

特別展示「東京大学コレクション XX：関野貞アジア
踏査―平等院・法隆寺から高句麗古墳壁画へ」展
※学内広報1312号掲載

ヒューマン・イメージ―先史時代の儀礼と人物像

第31回生研公開講座イブニングセミナー
「安全で安心な都市の実現のために」

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等



インターフェイスのデザイン

紙はやがて電子媒体に乗り換えられ、書物は

絶滅するという単純な進化論を耳にする一方、

その気楽な物言いへの根強い反発もある。電子

メディアの優越を語る言説の多くが、一冊の書

物と一枚のDVDの技術的特質を抽象的に対比し

たものでしかないのに、文化全

体の優越まで判定しているかの

ように受け止めてしまったこと

が、そもそもの間違いである。

紙のうえに築かれた情報世界は、

無自覚に語られている以上に厚

みのある、複雑で多様な「生態」

を有する。

もちろん人文社会系の研究も

また、さまざまなテクノロジーの恩恵を受けて

きた。70年代の普通紙コピーの大衆化は、資料

の収集と書き込みにどれだけの便利を開いたか。

80年代にはワープロが普及し、計算の機械でし

かなかったコンピュータが日本語を自由に操る

ようになった。タイプライターは清書機械にと

どまったが、コンピュータは思考の道具となり

うる力を秘めていた。90年代の処理速度の向上

と記憶容量の増大は、画像をデータとして扱い

うる実感を与えてくれた。ただ、そうした複製

技術の力を、人文学・社会学がどれだけ自覚的

に使いこなしているかは、ちと心許ない。

電子技術の自在な視覚が、紙資料の深い「森」

を、どう再構成し把握しなおすのか。情報検索

のネットワークの発達は、図書館という組織の

努力を一つの巨大なデータベースのようにつな

いで、埋もれた刊本でも発見しやすくしてくれ

た。この便利はありがたかったが、

まだまだ書物文化の味わい方の最

初の一口にすぎない。いまだ職人

技のようなデータ整理の作業でも、

ビジネス領域に適応して成長して

きたゆえの普及市販ソフトの無粋

不格好にいらだち、こう出来たら

いいのにと夢想することも少なく

ない。当方の無知ゆえに簡単に出

来るはずの工夫に到達していない事実を棚に上

げていうならば、インターフェースのデザイン

は、まだまだ掘り下げが浅いのである。われわ

れもまた簡単に諦めず、また無縁を気どらずに、

無理難題でもデザイナーに要求し続ける必要が

あろう。

佐藤　健二（大学院人文社会系研究科）

（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1315 2005年６月８日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index_ j.html
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